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牧野貴至

多様なCO2排出源や大気からの
CO2分離回収だけでなく、他のイ
オン液体利用技術やガス分離材料の
評価技術についてもお気軽にご相談
下さい。また、研究グループではバ
イオマスの利用技術の研究も推進し
ています。CO2分離回収に限ら
ず、広く炭素資源の循環に関する意
見交換も歓迎します。
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